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 我々は，銅酸化物高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ (Bi2212)の固有ジョセフソン接合(IJJ)を利用

したテラヘルツ波発振器の開発を行っている。これまでの研究により，固有ジョセフソン素子の

動作時におけるジュール熱が，発振の強度や周波数帯などに大きく影響を与えることが明確にな

った[1, 2]。そこで，固有ジョセフソン素子の排熱性を高めた発振器構造の開発を進めてきた。こ

れにより，従来構造に比べ数倍高い電圧を固有ジョセフソン素子に印加できるようになり，発振

の出力や周波数帯域を向上させることに成功した [3,4]。その結果，現状では、2 THz を超える発

振や，数十マイクロワットレベルの発振が得られるようになっている。この高排熱構造の最大の

メリットは，従来構造に比べ，得らえる周波数帯が大きく広がったところである。例えば，円盤

状の一つの固有ジョセフソン素子では，0.5~2.4 THz 程度の周波数帯域が，固有ジョセフソン素子

の環境温度を調整することでカバーできる。現在は，これらの素子性能の安定化と，発振出力の

向上を中心課題として研究を進めている。 

本発表では，発振出力向上のための素子構造の改良についての現

状を報告する。発振出力の向上への取り組みとして，固有ジョセフソ

ン素子に含まれるジョセフソン接合の総数を増やすこと及び固有ジ

ョセフソン素子のアレイ化の２つの観点から開発を進めている。図 1

には，素子アレイ化の一例として，２つの固有ジョセフソン素子の単

独メサ構造（80×400×5μm3 程度）を，高排熱サンドイッチ構造[4]

で支持している様子を示す。従来のサンドイッチ構造では，複数の単

独メサ構造を均等に保持することが困難であったが，周辺構造を改良

することで，上記の問題を解決できるようになった。発表では，これ

らの詳細について報告する。 
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図 1 単独メサ構造の 

  アレイ素子の一例 
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